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第　 1　問

xy 平面上に 2定点 A(1, 0)と O(0, 0)をとる。また，mを 1より大きい実数とする。

(1) AP : OP = m : 1を満たす点 P (x, y)の軌跡を求めよ。

(2) 点 Aを通る直線で，(1)で求めた軌跡との共有点が 1個のものを求めよ。また，そ
の共有点の座標も求めよ。
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第　 2　問

(1) 一般項 an が an3 + bn2 + cnで表される数列 {an}において，

n2 = an+1 − an (n = 1, 2, 3, · · · )

が成り立つように，定数 a，b，cを定めよ。

(2) (1)の結果を用いて，
n∑

k=1

k2 = 1
6
n(n+ 1)(2n+ 1)となることを示せ。

(3) 1, 2, · · · , nの相異なる 2数の積のすべての和を S(n)とする。たとえば，S(3) =

1× 2 + 1× 3 + 2× 3 = 11である。S(n)を nの 4次式で表せ。
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